





























Influence of Questioning Style, Details of Children's Reports, and Knowledge 
















働省, 2015; 最高検察庁, 2015）。司法面接は、子どもの精神的負担を軽減し、正確な情報をよ











































































































20）= 5.60, p < .05）。教職員は、オープン質問、クローズド質問の聞き取り形式にかかわらず、
子どもの報告が詳細である時に、報告が真実である可能性が高いと判断するといえる。
　また、聞き取りの適切性においても、発話の詳細さの主効果が有意であり、詳細＞簡潔であっ




* 67.38 (20.33) 64.52 (22.24) 71.67 (17.00) 67.38 (20.33) 
3.14 (1.08) 3.10 (1.07) 3.33 (1.04) 3.24 (1.07) 
* 3.57 (1.00) 3.19 (1.18) 3.52 (0.91) 3.33 (1.04) 
4.24 (0.61) 4.29 (0.55) 4.29 (0.55) 4.24 (0.61) 
* 4.38 (0.72) 4.19 (0.79) 4.33 (0.71) 4.24 (0.75) 
3.57 (0.90) 3.67 (0.99) 3.71 (0.98) 3.62 (0.95) 
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2.86 (0.64) 3.05 (0.65) 3.00 (0.69) 2.90 (0.75) 
* p < .05 
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14 8 7 5 2 4 2 
66.67 38.1 33.33 23.81 9.52 19.05 9.52 
10 7 6 5 3 3 4 
47.62 33.33 28.57 23.81 14.29 14.29 19.05 
4 4 2 2 2 12 































であった（F（1, 20）= 9.41, 
p < .01）。また、聞き取り形
式と時期の交互作用が有意で
あ っ た（F（1, 20）= 5.31, p 



















あった（F（1, 20）= 5.22, p < 
.05）。また、聞き取り形式と
時期の交互作用が有意であっ










るようになったといえる。さらに、発話の詳細さと時期の交互作用も有意であった（F （1, 20） 
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